
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下方開口の集塵室と、前記集塵室内の塵埃を含んだ大気を吸引する吸引口と、前記集塵
室と吸引口を内部に設けた吸込具本体と、前記吸込具本体に対して上下方向に回動可能に
支持される上下回動軸とこの上下回動軸と直交する左右回動軸とを有する主継手部と接続
パイプを保持し前記主継手部の左右回動軸に左右回動可能に支持される従継手部とからな
る継手部と、可撓性の材料からなり前記継手部内に配され前記吸引口と前記接続パイプと
を連結し集塵通路を形成する継手管とを備え、前記吸込具本体に対し前記主継手部の上下
方向の回動と前記従継手部の左右方向の回動で前記吸込具本体の長手方向の向きを前記接
続パイプに接続される延長管の長手方向と略平行になる様に旋回可能とした電気掃除機用
吸込具であって、前記吸引口は集塵室の斜め後方に傾斜する様に配置させ、前記継手管が
、掃除面に対し水平方向から垂直方向まで上下に屈曲する中間位置で一直線に配置され、
前記吸引口から前記継手管を経て前記接続パイプまでの集塵通路が直線上に連通して配置
される様にし

た電気掃除機用吸込具。
【請求項２】
　可撓性材料からなる継手管の両端部には硬質の材料からなる、吸引口と接続する接続管
と外周上部にリブを設けた接続パイプとを各々一体成形する構成にし、従継手部は二部品
よりなる二分割構成にし、前記二部品の従継手部の各々の内側に前記リブが入り込む溝部
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、前記従継手部と前記接続パイプの構成において、前記主継手部の左右回動
軸に垂直な方向に対し、前記接続パイプの挿入方向を数度下方に角度を設け、吸込具本体
を床面に押しつける下向きの力が吸込具本体に作用する様にし



を設け、前記接続パイプと主継手部の左右回動軸を各々挟み込んで固定する構成にした請
求項 載の電気掃除機用吸込具。
【請求項３】
　可撓性材料からなる継手管を蛇腹形状に形成した請求項１ 記載の電気掃除機用
吸込具。
【請求項４】
　内部に塵埃を集塵する集塵室と電動送風機を備えた電気掃除機本体に、少なくとも請求
項１～ のいずれか１項記載の電気掃除機用吸込具と連通するように接続される吸込口を
備えた電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は電気掃除機用吸込具及び前記吸込具を用いた電気掃除機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、家具間等の狭い隙間のゴミや部屋の壁際のゴミを、吸込具を付け替えることなく
掃除中に簡単な操作で掃除することができる電気掃除機が要望されていた。その問題を解
決するため従来の掃除機では図１９に示す様な構成があった。
【０００３】
　以下にその構成を図１９、図２０を用いて説明する。
【０００４】
　吸込具は、上部枠体１と下部枠体２とにより形成されており、内部に集塵室３を有し前
記集塵室３の掃除面方向には下部枠体２に開口４が設けられている。吸込具後部には上部
枠体１と下部枠体２によって上下に回動自在にア－ム４６が挟持されている。またこのア
－ム４６は掃除面に対し、上下方向に回動する構成となっている。４７は、延長管４４の
接続方向と前記ア－ム４６との取り付け方向が９０度曲げられた形状をした接続パイプで
あり、前記ア－ム４６の上部に垂直方向にかつ周方向に略１８０度回動自在に取り付けら
れている。
【０００５】
　そして接続パイプ４７には、延長管４４が接続され、延長管４４の他端には取手部４８
が接続され、取手部４８の後方にはホ－ス４５が接続されている。
【０００６】
　上記構成より、取手部４８を握る人の前後に歩く姿勢の方向に対し吸込具の長手方向４
９が垂直方向にあったものが、取手部を左右に捩ることで、吸込具が左右各方向に略９０
度旋回し、吸込具の長手方向４９と前後に歩く姿勢の方向が同方向となり、部屋の壁際の
ゴミを容易に吸い取ることができ、また吸込具の長手幅の邪魔がなくなるため、家具間等
の狭い隙間のゴミも吸込具を付け替えることなく簡単な捩り操作で掃除することができる
。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、これらの電気掃除機用吸込具は、図１９、図２０に示す様に、ア－ム４
６と接続パイプ４７の中を流れる風が９０度方向に２回も狭い空間５０内で曲げられるた
め、そこで発生する風切り騒音が大きくなるといった問題を有していた。
【０００８】
　また、構成が複雑となり部品点数も多くなるといった問題も有していた。
【０００９】
　また、接続パイプ４７が９０度曲げられた形状から、延長管４４の取付位置がア－ム４
６の回動支点５１より高い位置にありかつ、その高い位置にて接続パイプ４７が左右方向
に回動するため、延長管４４操作時の力のベクトル方向が吸込具を直進に押す方向から左
右どちらかの方向にズレると、吸込具が接続パイプ４７の回動軸５２を中心にして回転し

10

20

30

40

50

(2) JP 3994528 B2 2007.10.24

１記

または２

３



てしまい、掃除時に吸込具が左右にふらついたり回転してしまうといった使い勝手が良く
ないといった問題も有していた。
【００１０】
　本発明は、上記問題を解決するもので、簡単な捩り操作で吸込具が左右各方向に９０度
旋回する機構を備えつつ、低騒音化とシンプル構造による部品点数削減とコスト低減を図
り、また機能上の使い勝手を良くすることを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明は、下方開口の集塵室と、前記集塵室内の塵埃を含ん
だ大気を吸引する吸引口と、前記集塵室と吸引口を内部に設けた吸込具本体と、前記吸込
具本体に対して上下方向に回動可能に支持される上下回動軸とこの上下回動軸と直交する
左右回動軸とを有する主継手部と接続パイプを保持し前記主継手部の左右回動軸に左右回
動可能に支持される従継手部とからなる継手部と、可撓性の材料からなり前記継手部内に
配され前記吸引口と前記接続パイプとを連結し集塵通路を形成する継手管とを備え、前記
吸込具本体に対し前記主継手部の上下方向の回動と前記従継手部の左右方向の回動で前記
吸込具本体の長手方向の向きを前記接続パイプに接続される延長管の長手方向と略平行に
なる様に旋回可能とした電気掃除機用吸込具であって、前記吸引口は集塵室の斜め後方に
傾斜する様に配置させ、前記継手管が、掃除面に対し水平方向から垂直方向まで上下に屈
曲する中間位置で一直線に配置され、前記吸引口から前記継手管を経て前記接続パイプま
での集塵通路が直線上に連通して配置される様にし

たことにより、接続パイプを左右各方向に捩ることで継手部の関節による回動
と可撓性材料による継手管の曲がりにより、吸込具が左右各方向に略９０度旋回し、吸込
具の長手方向と前後に歩く姿勢の方向が同方向となり、部屋の壁際のゴミを容易に吸い取
ることができ、また吸込具の長手幅の邪魔がなくなるため、家具間等の狭い隙間のゴミも
簡単な捩り操作で掃除することができ、使い勝手が良く掃除作業の向上を図ることができ
る。
【００１２】

【００１３】
　また、吸引口から可撓性材料の継手管を経て接続パイプまでの連結する集塵通路が直線
上に連通して配置されかつ、継手管が屈曲自在の可撓性材料で緩やかに曲がるため、風の
流路を狭い空間内で屈曲させることが無いので、風切り騒音を低減でき静音化が図れる。
【００１４】
　また、前記吸引口と前記接続パイプとを連結する可撓性の材料からなる屈曲自在の継手
管が、掃除面に対し水平方向から垂直方向まで上下に屈曲する中間位置で真直ぐに配置さ
れるため、吸込具の操作時において継手管を上下に曲げ易く操作が軽くなると共に、継手
管に与える伸び縮みの負担が少なく耐久性が向上する。
【００１５】
　また、継手部と接続パイプは直線上に連通して配置されており、常に延長管操作時の力
のベクトル方向成分が継手部の支点に作用することから、掃除時に吸込具が関節の支点を
中心にして左右に大きくふらついたり回転してしまうといったことは無く、直進安定性が
良く使い勝手が良い。
【００１６】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１記載の発明は、下方開口の集塵室と、前記集塵室内の塵埃を含んだ大
気を吸引する吸引口と、前記集塵室と吸引口を内部に設けた吸込具本体と、前記吸込具本
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、前記従継手部と前記接続パイプの構
成において、前記主継手部の左右回動軸に垂直な方向に対し、前記接続パイプの挿入方向
を数度下方に角度を設け、吸込具本体を床面に押しつける下向きの力が吸込具本体に作用
する様にし

　また、吸込具操作時の力のベクトル方向成分の内の吸込具を床面に押しつける下向きの
ベクトル方向成分が作用し、吸込具を床面に安定して接地させ、掃除時の吸込具の左右ふ
らつきや回転等が減少し、使い勝手を良くすることができる。



体に対して上下方向に回動可能に支持される上下回動軸とこの上下回動軸と直交する左右
回動軸とを有する主継手部と接続パイプを保持し前記主継手部の左右回動軸に左右回動可
能に支持される従継手部とからなる継手部と、可撓性の材料からなり前記継手部内に配さ
れ前記吸引口と前記接続パイプとを連結し集塵通路を形成する継手管とを備え、前記吸込
具本体に対し前記主継手部の上下方向の回動と前記従継手部の左右方向の回動で前記吸込
具本体の長手方向の向きを前記接続パイプに接続される延長管の長手方向と略平行になる
様に旋回可能とした電気掃除機用吸込具であって、前記吸引口は集塵室の斜め後方に傾斜
する様に配置させ、前記継手管が、掃除面に対し水平方向から垂直方向まで上下に屈曲す
る中間位置で一直線に配置され、前記吸引口から前記継手管を経て前記接続パイプまでの
集塵通路が直線上に連通して配置される様にし

たことにより、接続パイプを左右各方向に捩ることで継手部の関節による回動と可
撓性材料による継手管の曲がりにより、吸込具が左右各方向に略９０度旋回し、吸込具の
長手方向と前後に歩く姿勢の方向が同方向となり、部屋の壁際のゴミを容易に吸い取るこ
とができ、また吸込具の長手幅の邪魔がなくなるため、家具間等の狭い隙間のゴミも簡単
な捩り操作で掃除することができ、使い勝手が良く掃除作業の向上を図ることができる。
【００１７】

【００１８】
　また、吸引口から可撓性材料の継手管を経て接続パイプまでの連結する集塵通路が直線
上に連通して配置されかつ、継手管が屈曲自在の可撓性材料で緩やかに曲がるため、風の
流路を狭い空間内で屈曲させることが無いので、風切り騒音を低減でき静音化が図れる。
【００１９】
　また、前記吸引口と前記接続パイプとを連結する可撓性の材料からなる屈曲自在の継手
管が、掃除面に対し水平方向から垂直方向まで上下に屈曲する中間位置で真直ぐに配置さ
れるため、吸込具の操作時において継手管を上下に曲げ易く操作が軽くなると共に、継手
管に与える伸び縮みの負担が少なく耐久性が向上する。
【００２０】
　また、継手部と接続パイプは直線上に連通して配置されており、常に延長管操作時の力
のベクトル方向成分が継手部の支点に作用することから、掃除時に吸込具が関節の支点を
中心にして左右に大きくふらついたり回転してしまうといったことは無く、直進安定性が
良く使い勝手が良い。
【００２１】
　本発明の請求項 記載の発明は、特に第 発明において、可撓性材料からなる継手管
の両端部には硬質の材料からなる、吸引口と接続する接続管と外周上部にリブを設けた接
続パイプとを各々一体成形する構成にし、従継手部は二部品よりなる二分割構成にし、前
記二部品の従継手部の各々の内側に前記リブが入り込む溝部を設け、前記接続パイプと主
継手部の左右回動軸を各々挟み込んで固定する構成にしたことにより、継手管と接続管及
び接続パイプとの組付けと接着が不要になり、組立性とエア－タイト性の向上が図れ、か
つ主継手部と従継手部及び接続パイプの３部品の組立ての位置規制が容易にでき、組立て
精度と作業性の向上を図ることができる。
【００２２】
　本発明の請求項３記載の発明は、特に第１ の発明において、可撓性材料から
なる継手管を蛇腹形状に形成したことにより、曲げ圧縮に対し柔軟になり、接続パイプを
左右各方向に捩って継手管を曲げて吸込具を左右各方向に９０度旋回させる時の操作性が
良くなり、使い勝手を良くすることができる。
【００２３】
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、前記従継手部と前記接続パイプの構成に
おいて、前記主継手部の左右回動軸に垂直な方向に対し、前記接続パイプの挿入方向を数
度下方に角度を設け、吸込具本体を床面に押しつける下向きの力が吸込具本体に作用する
様にし

　また、吸込具操作時の力のベクトル方向成分の内の吸込具を床面に押しつける下向きの
ベクトル方向成分が作用し、吸込具を床面に安定して接地させ、掃除時の吸込具の左右ふ
らつきや回転等が減少し、使い勝手を良くすることができる。

２ １の

または第２



　本発明の請求項４記載の発明は、内部に塵埃を集塵する集塵室と電動送風機を備えた電
気掃除機本体に、少なくとも請求項１～ のいずれか１項記載の電気掃除機用吸込具と連
通するように接続される吸込口を備えた電気掃除機とするもので、掃除作業性に優れた電
気掃除機を提供することができる。
【００２４】
【実施例】
　（実施例１）
　以下本発明の第１の実施例を図１～図４において説明する。
【００２５】
　吸込具は、上部枠体１と下部枠体２とにより形成されており、内部に集塵室３を有し集
塵室３の掃除面方向には下部枠体２に開口４が設けられている。吸込具後部には上部枠体
１と下部枠体２によって上下に回動自在に主継手部５が挟持されている。またこの主継手
部５は掃除面に対し、略水平方向から略垂直方向まで回動する構成となっている。６は従
継手部であり、接続パイプ７を保持しかつ、前記主継手部５とは左右方向に略１８０度回
動自在に取り付けられている。８はゴム等の柔軟材料の継手管であり、主継手部５と従継
手部６の内部を通り、吸引口９と接続パイプ７とを連結し、集塵通路を形成している。そ
して接続パイプ７には、延長管４４が接続されている。
【００２６】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００２７】
　図４に示す様に、吸込具を床面に接地させた状態で、延長管４４を左方向に捩って行く
と、従継手部６は左方向に主継手部５は上方向に回動しはじめると同時に、吸込具も左方
向に旋回しはじめ、略９０度まで捩った時点で主継手部５は床面に対し略垂直方向に達し
、吸込具は左方向に略９０度旋回する。その時、継手管８はゴム等の材料の柔軟性により
、曲がりながら集塵通路を確保している。その結果、吸込具の長手方向ａ１０は、延長管
４４の長手方向ｃ５３と略平行５４で、人が前後に歩く姿勢の方向とが同方向となってお
り、部屋の壁際のゴミを容易に吸い取ることができ、また吸込具の長手幅の邪魔がなくな
るため、家具間等の狭い隙間のゴミ掃除も簡単な捩り操作ででき、使い勝手が良く、掃除
作業の向上を図ることができる。そして、右方向に捩った時も同様な作用が得られる。
【００２８】
　その時また、吸引口９から継手管８を経て接続パイプ７までの連結する集塵通路が、直
線上に連通して配置されかつ、継手管８がゴム等の材料の柔軟性により緩やかに曲がるた
め、従来例図１９に示す様に風の流路を狭い空間５０内で屈曲させることが無いので、風
切り騒音を低減でき静音化が図れる。
【００２９】
　また、構成がシンプルで部品点数が少なく、組立て易いためコスト低減が図かれる。
【００３０】
　また、この実施例では２軸の関節の場合で説明したが、軸が複数になった場合でも同様
の効果が得られることは、容易に推測できるものである。
【００３１】
　（実施例２）
　次に本発明の第２の実施例を図１、図２において説明する。なお上記第一の実施例と同
一構成部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００３２】
　主継手部５には掃除面に対し上下方向に回動する上下回動軸１１と前記上下回動軸１１
に直交し左右方向に回動する左右回動軸１２を備えている。
【００３３】
　吸込具の上部枠体１側には、前記主継手部５の上下回動軸１１を組み付け、主継手部５
は略水平方向から略垂直方向まで回動する。主継手部５の左右回動軸１２には、接続パイ
プ７を保持した従継手部６を組み付け、左右方向に略１８０度回動する構成となっている
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。そして、８はゴム等の柔軟材料の継手管であり、主継手部５と従継手部６の内部を通り
、吸引口９と接続パイプ７とを連結し、集塵通路を形成している。
【００３４】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００３５】
　主継手部５に上下回動と左右回動が直交した２つの関節を備え、上下回動軸１１の中間
点１３と左右回動軸１２の中間点１４を結ぶ中心線１５が一直線上で常に一定長さであり
、かつ吸込具が直進時には前記中心線１５の方向と接続パイプ７の取付方向が同方向にな
るため、吸込具操作方向の力が主継手部５の上下回動軸１１と左右回動軸１２に操作通り
に配分されて作用し、吸込具の操作追従性と直進安定性に優れ、使い勝手が良く掃除作業
の向上を図ることができる。
【００３６】
　（実施例３）
　次に本発明の第３の実施例を図３において説明する。なお上記第一の実施例と同一構成
部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００３７】
　前記集塵室３内の塵埃を含んだ大気を吸引する前記吸引口９は、集塵室の斜め後方で掃
除面に対し傾斜１６する様に配置させた。
【００３８】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００３９】
　前記吸引口９と前記接続パイプ７とを連結するゴム等の柔軟材料からなる継手管８が、
掃除面に対し水平方向から垂直方向まで上下に屈曲する中間位置１７で一直線に配置され
るため、吸込具の操作時において継手管８を上下に曲げ易く操作が軽くなると共に、継手
管８に与える伸び縮みの負担が少なく耐久性が向上する。
【００４０】
　（実施例４）
　次に本発明の第４の実施例を図１において説明する。なお上記第一の実施例と同一構成
部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００４１】
　下部枠体２には掃除面に接地するロ－ラ－１８を開口４の後方に備え、主継手部５の上
下回動軸１１を吸込具本体側の前記開口４と前記ロ－ラ－１８の回転軸１９との間に配置
させた。
【００４２】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００４３】
　吸込具操作時にロ－ラ－１８を掃除面に押しつける力が作用し、ロ－ラ－１８の回転軸
１９を支点にして吸込具の前方部が浮き上がるといったことは無くなり、吸込具を床面に
安定して接地させ、使い勝手を良くすることができる。
【００４４】
　（実施例５）
　次に本発明の第５の実施例を図５において説明する。なお上記第一の実施例と同一構成
部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００４５】
　主継手部５の上下回動軸１１に嵌合し回動する吸込具本体の上方向での最大回動位置に
おいて前記主継手部５と前記吸込具本体との間に空間部２０を設けた。
【００４６】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００４７】
　万が一人の手の指が主継手部５と吸込具本体との間に入った状態で最大回動位置まで曲
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げても、空間部２０が設けてあるので、指が挟まれることは無く安全である。
【００４８】
　（実施例６）
　次に本発明の第６の実施例を図６、図７において説明する。なお上記第一の実施例と同
一構成部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００４９】
　吸込具の従継手部６と接続パイプ７の構成において左右回動軸１２に垂直な方向に対し
５度下方に角度２１を設けた。
【００５０】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００５１】
　吸込具操作時の力のベクトル方向成分の内の吸込具を床面に押しつける下向きの力２２
が作用し、吸込具を床面に安定して接地させ、掃除時の吸込具の左右ふらつきや回転等が
減少し、使い勝手を良くすることができる。
【００５２】
　またこの角度が小さ過ぎると、吸込具を床面に押しつける下向きの力２２が十分に得ら
れず、吸込具の左右ふらつきや回転等を減少させる効果が薄れてしまう。
【００５３】
　また逆にこの角度が５度より大きくなって行くと、吸込具を前に進ませる力より下に押
しつける力の方が大きくなり、吸込具の操作力が重くなり操作性が悪くなる。
【００５４】
　（実施例７）
　次に本発明の第７の実施例を図８において説明する。なお上記第一の実施例と同一構成
部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００５５】
　掃除面に対し左右方向に回動する回動部において、主継手部５に突起部ａ２３を、従継
手部６側には、吸込具の左右方向の回動の中立位置において前記突起部ａ２３が入り込む
凹部を先端に有する突起部ｂ２４を設け、また突起部ｂ２４内で突起部ａ２３が数度摺動
できる遊び２５を設けた。
【００５６】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００５７】
　クリック構成２６によって位置決め手段が設けられていることにより、吸込具が不用意
に回転することなく、使用頻度が多い直進方向において遊び２５をもたせながら軽度にロ
ック規制されるため、掃除時の直進安定性が良く、使い勝手を良くすることができる。
【００５８】
　（実施例８）
　次に本発明の第８の実施例を図９において説明する。なお上記第一の実施例と同一構成
部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００５９】
　可撓性材料からなる継手管８の両端部にポリプロピレン樹脂等の硬質の材料からなる接
続管２７と接続パイプ７を一体成形したもので、一体成形により継手管８と接続管２７及
び接続パイプ７との組付けと接着が不要になり、組立性の向上とエア－タイト性の向上を
図ることができる。
【００６０】
　（実施例９）
　次に本発明の第９の実施例を図１０において説明する。なお上記第一の実施例と同一構
成部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００６１】
　接続パイプ７の外周上部にリブ２８を設け、二部品よりなる従継手部２９の各々の内側
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に前記リブ２８が入り込む溝部３０を設け、接続パイプ７と主継手部５とを挟み込んで固
定する構成にした。
【００６２】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００６３】
　主継手部５と従継手部２９及び接続パイプ７の３部品の組立ての位置規制が容易にでき
、組立ての精度と作業性向上を図ることができる。
【００６４】
　（実施例１０）
　次に本発明の第１０の実施例を図１１と図４において説明する。なお上記第一の実施例
と同一構成部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００６５】
　図１１に示す様に可撓性材料からなる継手管８を蛇腹形状３１に形成した。
【００６６】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００６７】
　蛇腹形状３１にしたことで曲げ圧縮に対し柔軟になり、図４に示す様に接続パイプ７を
左右各方向に捩って継手管８を曲げて吸込具を左右各方向に９０度旋回させる時等の操作
性が良くなり、使い勝手を良くすることができる。
【００６８】
　（実施例１１）
　次に本発明の第１１の実施例を図１１において説明する。なお上記第一の実施例と同一
構成部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００６９】
　吸引口９と接続パイプ７とを連結する可撓性材料からなる継手管８の一部形状をラッパ
形状３２とし、前記継手管８の断面積は前記吸引口９側で大きくし風の下流方向の接続パ
イプ７側にかけて小さくなる様に徐変させた。
【００７０】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００７１】
　風の流れが整流されてスム－ズになり、吸引口辺りで発生する風切り騒音を小さくする
ことができる。
【００７２】
　（実施例１２）
　次に本発明の第１２の実施例を図１２において説明する。なお上記第一の実施例と同一
構成部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００７３】
　継手管８の断面積が吸引口９側で大きく主継手部５の左右回動軸１２に向けて小さくな
る様に徐変３３させ、前記左右回動軸１２近傍から接続パイプ７にかけては一定３４にな
る様にした。
【００７４】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００７５】
　前記左右回動軸１２辺りでの継手管８の断面積が小さいため、継手管８の屈曲性が良く
て曲げ易く操作が軽くなると共に、継手管８に与える伸び縮みの負担が少なく耐久性が向
上する。
【００７６】
　（実施例１３）
　次に本発明の第１３の実施例を図１３において説明する。
【００７７】
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　蛇腹形状３１の内面側凸部面にフラット部３５を設けた。
【００７８】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００７９】
　蛇腹形状３１における一定長さ当たりの凹凸部の数が減り、凹凸部３６で発生する風の
乱流を軽減でき、風切り音が軽減され静音化を図ることができる。
【００８０】
　（実施例１４）
　次に本発明の第１４の実施例を図１４において説明する。
【００８１】
　前記フラット部３５には、風の流入方向に沿って、風が常に中心方向を向く様に傾斜３
７を設けた。
【００８２】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００８３】
　風が常に中心方向を向く様になり、蛇腹形状３１内壁側の凹凸部３６で発生する風の乱
流を整流する作用が働き、風切り音が軽減され静音化を図ることができる。
【００８４】
　（実施例１５）
　次に本発明の第１５の実施例を図１５において説明する。
蛇腹形状３１の内壁側の凸部は、風の流入方向に対し、上流側の稜線にＲ３９を、下流側
の稜線にエッジ３８を形成した。
【００８５】
　上記構成よる作用は以下の通りである。
【００８６】
　蛇腹形状３１内壁側の凹凸部３６で発生する風の乱流において、下流側のエッジ３８に
よって凹溝部に引き込まれる風の渦流４０を減少させる作用が働き、また、上流側のＲ３
９によって巻き込んだ風の渦流４０をスム－ズに外に排出させる作用が働き、風切り音が
軽減され静音化を図ることができる。
【００８７】
　（実施例１６）
　次に本発明の第１６の実施例を図１６において説明する。なお上記第一の実施例と同一
構成部品については同一符号を付して、その説明を省略する。
【００８８】
　内部に塵埃を集塵する集塵室４１と電動送風機４２を備えた電気掃除機本体４３に、少
なくとも請求項１～ のいずれか１項記載の電気掃除機用吸込具と延長管４４とホ－ス４
５とを介して連通するように接続される吸込口を備えたことにより、掃除作業性に優れた
電気掃除機を提供することができる。
【００８９】
　尚、上記１～１６の実施例においては、主継手部５の上下回動軸１１が吸込具本体に嵌
合して回動し、また従継手部６が主継手部５の左右回動軸１２に嵌合して回動する構成を
説明したが、図１７と図１８に示す様に、上下回動軸１１と左右回動軸１２の配置が入れ
替わった構成においても同様の効果が得られるものである。
【００９０】
【発明の効果】
　本発明の請求項１記載の発明によれば、接続パイプを左右各方向に捩ることで継手部の
関節による回動と可撓性材料による継手管の曲がりにより、吸込具が左右各方向に旋回し
、吸込具の長手方向が前後に歩く姿勢の方向に近づき、部屋の壁際のゴミを容易に吸い取
ることができ、使い勝手が良く掃除作業の向上を図ることができる。
【００９１】
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【００９２】
　また、吸引口から可撓性材料の継手管を経て接続パイプまでの連結する集塵通路が、直
線上に連通して配置されかつ、継手管が屈曲自在の可撓性材料のため風の流路を狭い空間
内で屈曲させることが無いので、風切り騒音を低減でき静音化が図れる。
【００９３】
　また、前記吸引口と前記接続パイプとを連結する可撓性の材料からなる屈曲自在の継手
管が、掃除面に対し水平方向から垂直方向まで上下に屈曲する中間位置で真直ぐに配置さ
れるため、吸込具の操作時において継手管を上下に曲げ易く操作が軽くなると共に、継手
管に与える伸び縮みの負担が少なく耐久性が向上する。
【００９４】
　本発明の請求項 記載の発明によれば、継手管と接続管及び接続パイプとの組付けと接
着が不要になり、組立性とエア－タイト性の向上が図れ、かつ主継手部と従継手部及び接
続パイプの３部品の組立ての位置規制が容易にでき、組立て精度と作業性の向上を図るこ
とができる。
【００９５】
　本発明の請求項 記載の発明によれば、曲げ圧縮に対し柔軟になり、接続パイプを左右
各方向に捩って継手管を曲げて吸込具を左右各方向に９０度旋回させる時の操作性が良く
なり、使い勝手を良くすることができる。
【００９６】
　本発明の請求項 記載の発明によれば、掃除作業性に優れた電気掃除機を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１、第２、第４の実施例を示す電気掃除機用吸込具の全体断面図
【図２】　本発明の第１、第２の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の全体平面図
【図３】　本発明の第１、第３の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の一部破断側面図
【図４】　本発明の第１、第１０の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の全体平面図
【図５】　本発明の第５の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の一部破断側面図
【図６】　本発明の第６の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部断面図
【図７】　本発明の第６の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の全体側面図
【図８】　本発明の第７の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部平面図
【図９】　本発明の第８の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部断面図
【図１０】　本発明の第９の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の分解平面図
【図１１】　本発明の第１０、第１１の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部断面図
【図１２】　本発明の第１２の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部平面図
【図１３】　本発明の第１３の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部断面図
【図１４】　本発明の第１４の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部断面図
【図１５】　本発明の第１５の実施例を示す同電気掃除機用吸込具の要部断面図
【図１６】　本発明の第１６の実施例を示す同電気掃除機の全体側面図
【図１７】　本発明の第１～ の実施例の別構成を示す同電気掃除機用吸込具の全体側
面図
【図１８】　本発明の第１～ の実施例の別構成を示す同電気掃除機用吸込具の全体平
面図
【図１９】　従来の電気掃除機用吸込具の断面図
【図２０】　従来の電気掃除機用吸込具の全体斜視図
【符号の説明】
　１　上部枠体
　２　下部枠体
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　また、吸込具操作時の力のベクトル方向成分の内の吸込具を床面に押しつける下向きの
ベクトル方向成分が作用し、吸込具を床面に安定して接地させ、掃除時の吸込具の左右ふ
らつきや回転等が減少し、使い勝手を良くすることができる。

２

３

４

１６

１６



　３　集塵室
　４　開口
　５　主継手部
　６　従継手部
　７　接続パイプ
　８　継手管
　９　吸引口
　１０　長手方向ａ
　１１　上下回動軸
　１２　左右回動軸
　１６　傾斜
　１８　ロ－ラ－
　２０　空間部
　２１　５度
　２６　クリック構成
　２７　接続管
　３１　蛇腹形状
　３２　ラッパ形状
　３５　フラット部
　３７　傾斜
　３８　エッジ
　３９　Ｒ
　４１　集塵室
　４２　電動送風機
　４３　電気掃除機本体
　４４　延長管
　５３　長手方向ｃ
　５４　略平行
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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